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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､マゴット治療に用いられるヒロズギンバエ幼虫が､感染された環境にお
かれると､抗菌作用を発揮することを明らかにした研究である｡壊死組織を伴う難治
性感染性皮膚潰虜に対する治療法の一つとして注目されるマゴット治療は､無菌状態
のヒロズギンバエ幼虫 (マゴット)を､直接感染をともなう創内に授与する｡幼虫は､
壊死組織の除去､創傷治癒促進作用､抗菌作用により治療効果をもたらすとされてい
るが､感染環境と幼虫の抗菌作用の関係を研究した報告は従来なかった｡本研究では
無菌状態の幼虫を､黄色ブドウ球菌または緑膿菌に暴露させ一定時間の後､感染幼虫
体液を採取して､その抗菌作用を調査している｡その結果､ブドウ球菌または緑膿菌
に暴露させることにより､抗菌作用が12-24時間後に幼虫体内に発揮され､その
抗菌作用は､黄色ブドウ球菌には有効だが､緑膿菌に対しては無効だった｡本実験モ
デルは､マゴット治療における感染創内の幼虫と細菌の状態を良く反映しており､マ
ゴット治療おける抗菌作用を基礎的な解析により解明した点で価値ある業績と認める｡
よって､本研究者は､博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
